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1 ．はじめに
あるとき， 0 歳児クラスの男児に絵本を提示するとき
に，アンパンマンが好きだからと思いアンパンマンの絵
本を選び手渡した。すると，思いもよらない反応が返っ
てきたのである。首を横に振り自分からアンパンマン
の絵本の隣にあった動物の絵本を手に取ったのである。
「 0 歳児でも自分の読みたい絵本があるのだろうか」とそ
の光景を目のあたりにして愕然としたことを覚えている。
その経験から， 0 歳児であっても，ただ好きなものや
キャラクターの絵があれば，その本を選ぶのではなく，
絵本を選ぶのには何か他の理由があるのではないかと考
えるようになった。ほとんどの幼稚園や保育所で子ども
が絵本を選ぶ際に見えている部分は表紙または背表紙で
ある。それでは，限られた情報の中で子どもたちが絵本
を選ぶ際に基準とするものは何なのであろうか。保育現
場の多くの保育者が読み聞かせをする際，保育者は何ら
かの意図を持ち絵本を選定していることは周知のことで
ある。その選定理由は子どもたちの手に取る絵本に関連
しているのだろうかと疑問に思った。
子どもたちが絵本に触れる機会は園生活の中だけでは
ない。家庭や病院の待合室など，子どもたちの周りには
たくさんの絵本があり，絵本に触れる機会はたくさんあ
る。そして，保育所保育指針や幼稚園教育要領にもある
ように，子どもたちの生活に絵本は欠かせないものと
なっていると言える。絵本に囲まれた環境の中で子ども
たちが手に取る絵本はどのようにして選ばれているのだ
ろうか。
横山（2006）は，幼児が園で自発的に見る絵本の 7 割
は保育者が読んだ絵本であることを指摘している。また，
絵本を室内に背文字によって陳列した場合， 3 ～ 6 歳児
の幼児の選択行動は絵本に対する経験の有無や親密の度
合いに依存する。一方で表紙を見ながら選択させると既
知のものを選ぶ（垣内田・中野・蛯谷・花田・福岡・西
岡，1977）という知見もある。
これらの研究では読み聞かせの効果や読み聞かせ内で
の子どもの反応を調べたものは多いが，一方で自発的に
子どもが絵本を手に取る際の判断基準について調べたも
のはほとんどない。保育所への入所児童が増える昨今，
乳幼児，取り分け 3 歳未満児の子どもが絵本を手に取る
際の判断基準を調べることは保育の質的な向上にも寄与
できるのではないだろうか。
⑴　保育内容領域「言葉」について
保育内容における領域「言葉」は，文字通り，言葉の
発達と獲得に関する内容であり，おそらく乳幼児期は，
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この点において最も重要な時期といえるだろう。それで
は一体，乳幼児期の言葉の発達とはどのような道筋をた
どるのだろうか。秋田・中坪・砂上（2013）は各社から
出版されているテキスト（領域「言葉」）のいくつかを
概観してみたところ，乳幼児期の言葉の発達過程の区分
方法について，それぞれ独自の特徴があって興味深いこ
とに気が付いた。
例えば，小田・芦田・門田編『保育内容言葉』（第 3  
章：言葉の獲得）では，乳幼児期の言葉の発達過程を，
①一語文以前（言葉前），②話し言葉，③書き言葉とい
う 3 段階に区分して解説されている。
また，無藤監修・高濱編『事例で学ぶ保育内容領域
言葉』（第 3 章：乳幼児期の発達と領域言葉）では，①
からだで感じる世界（誕生～ 1 歳未満の頃），②自分で
広げる世界（ 1 歳～ 2 歳の頃），③広がる活動世界（ 3
～ 6 歳の頃）と区分されており，同じ 3 段階であっても，
前記とは異なる視点に基づいて解説されている。
こうした乳幼児期の言葉の発達過程に関する区分は実
は研究者の間でも差異が見られるとともに，その理由は，
子どもの言葉の変化のどこに焦点を当ててとらえるのか
によって異なるからである。決してどの主張が正しい，
誤りというのではなく，その差異に焦点を当てることに
よって言葉の発達の道筋を理解する視野が広がる。
絵本は，紙芝居やパネルシアターなど，多くの子ども
たちに見せることを目的としたメディアとは異なり，む
しろ子どもが個別に大人から読み聞かせてもらったり，
あるいは子どもが一人でも楽しんだりするために作成さ
れたものである。したがって絵本を読み聞かせる場合，
読み手としての大人は演じるというよりも，一人ひとり
の子どもに合わせて読み語られ，その子どもに合わせな
がら一緒に楽しむことが求められる。
子どもが絵本に親しむことは，語彙の獲得，会話力
の促進はもちろん，聞く力（相手の話を聞く）や集中
力を育み，大人とのスキンシップや信頼関係を構築す
る，充足感や情緒の安定につながるなど，さまざまな効
果をもたらすことが期待されている（秋田・中坪・砂上，
2013）。
以上のように，幼児期において絵本の果たす役割は重
要なものであると言える。
⑵　幼稚園教育要領・保育所保育指針から見た絵本との
かかわり
保育内容領域「言葉」では，絵本の持つ役割について
述べられていた。では，これを踏まえて幼児期の教育，
保育の要となる幼稚園教育要領や保育所保育指針には絵
本の立ち位置をどのように定めているのだろうか。
幼稚園教育要領とは，学校教育法に規定された教育を
行う場として，学校教育の始まりを担う教育施設である
幼稚園において，公的な立場から何をどのように教育す
べきかの基本を国が規定したものである。
現行の幼稚園教育要領「言葉」のねらい（3）には“日
常生活に必要な言葉が分かるようになるとともに，絵本
や物語などに親しみ，先生や友達と心を通わせる。”と
あり，内容（9）には“絵本や物語などに親しみ，興味
を持って聞き，想像をする楽しさを味わう。”と記され
ている。絵本には言葉の微妙な言い回しを示すことが
でき，絵を見ることで中身をよく理解し，印象に残すも
のにしてくれる。また，保育絵本は子どもの活動を刺激
し子どもの生活や観察活動などに密接につながり，幼稚
園での生活を豊かにし，図鑑は言葉の働きを実感できる。
内容の取扱い（3）には絵本の内容が言葉を育てる感覚
を育てるとあり，幼稚園では絵本を言葉の発達につなげ
るとされている。
保育所は児童福祉法第39条に基づく児童福祉施設とし
て「入所する子どもの最善の利益を考慮し，その福祉を
積極的に増進する」ことを果たすべき役割としており，
これは保育所保育指針に基本理念である。そして，「健
やかな子どもの育ち」を支えるために，保育所保育指針
は「豊かな人間性の育成」を目標としている。
現行の保育所保育指針では 6 か月～ 1 歳 3 か月以降の
「言葉」の領域と 3 歳児以降の「表現」の領域に記載が
ある。その中で，「ねらい」に関する表記内容は月齢や
年齢が上がるにつれ〈物的環境としての絵本への興味〉
→〈絵本そのものの内容への興味・関心〉→〈絵本を通
して想像力を豊かにすること〉と変化していく。
次に「内容」では月齢や年齢が上がるにつれ，〈絵本
を見て興味を持つ〉→〈言葉の模倣や繰り返しを楽しむ〉
→〈絵本からイメージを広げる〉→〈絵本の内容から想
像することを楽しむ〉と変化している。
「内容の取扱い」および「配慮事項」に関する表記内
容では，〈言葉の模倣を楽しめるようになる〉→〈言葉
の決まりや面白さに気づけるようにする〉→〈言葉に対
する感覚が養われるようにする〉と変化している。
つまり，保育という場において「絵本」はまず子ども
と絵本との出会いというところから始まり，その次に，
言葉の発達過程に沿って絵本を通しての言葉の持つリズ
ムや言葉そのもののおもしろさに気づき，そのような経
験を通して言葉の感覚が豊かになる「きっかけ」の一つ
としての役割があると考えられる。そして，内容そのも
のへの興味と変化する。
以上から，保育実践において絵本が持つ意味は①「絵
本－子ども－保育者」の関係②「絵本－子ども－言葉」
の関係③「絵本－子ども－イメージ（想像）」の関係の
3 つの視点を持つことが必要になると考えられる。
⑶　子どもと絵本の出会いとかかわり
それでは，子どもは絵本とどのように出会ってきたの
であろうか。子どもの絵本との出会いについて触れてお
く。
①ブックスタートについて
ブックスタートとは，1992年にイギリスのバーミンガ
ム市で発祥した活動で，市区町村自治体が行う 0 歳児健
診などの機会に，「絵本」と「赤ちゃんと絵本を楽しむ
体験」をプレゼントする活動で，乳児と保護者が絵本を
介して，心ふれあう時間を持つきっかけを作ることを目
的としている。当時のイギリスは急速な多民族国家への
道をたどっており，イギリス第 2 の都市であるバーミン
ガムにおいても移民が多く，識字率の低下が社会問題と
なっていた。また，離婚率が上昇し，一人で子育てする
親や10代の若いカップルなど，さまざまな親に対する子
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育て支援策も求められていた。そのような中で，民族や
社会経済的な差，個人的関心の違いなどに関わらず，す
べての赤ちゃんに平等に言葉や文字に出会う機会を提供
することを目指してブックスタートは誕生した。
1998年のバーミンガム大学研究グループによると，子
どもたちが小学校入学の際に受ける基礎学力テストの点
数を比較したところ，ブックスタートを体験した子ども
とそうでない子どもの間には学力差があり，その効果は
読む，書く，話す，聞くといった言語的な能力のみなら
ず，計算や図形認識，空間把握といった数学的な能力に
もわたっていることが示された（Wade & Moore, 1998）。
ブックスタートで親子に手渡される絵本は，各自治体
で決められる。その候補となる20冊の絵本は， 2 年に
一度選考され，NPOブックスタートはそれらの絵本を，
出版界からの非営利の協力を得て，自治体に特別な価格
で提供。絵本の選考は，赤ちゃんや絵本に関する知識と
経験が豊富な選考委員（乳幼児発達の専門家，司書，保
育士など）による独立した中立的な「絵本選考会議」で
行われ，NPOブックスタートや出版社の意向が反映さ
れることは一切ない。また，多くの自治体では絵本リス
トを作成し，絵本と一緒に手渡すことで，他にもたくさ
んの楽しい絵本があることを伝えている。2001年にイギ
リスに次いで 2 ヶ国目として日本が開始して以来，世界
各国に次々と広まっており，現在日本では，960の市区
長村（2016年 7 月31日現在）で実施されている。
ブックスタートでは，一組一組の親子とゆっくり話を
する中で，子育てに関する様々な施設での催しなどを紹
介することで，保護者が地域とつながりを持つきっかけ
も届けている。また，住民がボランティアとして関わる
ことで，子育てを応援している人が地域にたくさんいる
ことを保護者に伝え，“親子のふれあい”を深める取り
組みとして，さらには“子育て支援”や“本と親しむ環
境づくり”“行政と住民が協働して行うまちづくり”の
具体例としても期待されている。
森・谷出・乙部・竹内・高谷・中井（2011）によると，
乳児期におけるブックスタートの体験が小学 1 年生の時
点での読書習慣を増やし，ゲーム習慣を減らすという結
果が見出されている。また，乳児期に親子でブックス
タートを体験することで保護者の図書館利用頻度が高ま
り，保護者による子どもへの読み聞かせの頻度が高まる
という結果も示された。ブックスタートは，保護者の読
み聞かせ行動などを変化させ，それにより，小学校入学
後の子どもの読書習慣や生活習慣にも影響を及ぼすと考
えられる。
②絵本の子どもの好みについて
それでは，当事者である子どもには絵本への好みが有
るものなのだろうか。
沢田（1974）によると，「子どもにとって『よい絵本』
たりうる第一の条件は，その絵本に接したときに『おも
しろい』と感じるものである。というのも，子どもが「お
もしろい」というときには，大人の快楽追求的意味とは
異なり，さまざまな心理的積極性が内包されているから
である」と述べている。
絵本の主題における子どもの好みについて，幼児は
楽しむ」「陽気な」のようなユーモアを含む主題を好み，
「家族」「他者を認識する」には興味を示さなかった。こ
れは 3 ～ 4 歳児はピアジェのいう前操作期にあたり，自
己中心性が発達する時期であるから他者に対して行う働
きかけやしつけを行う家族に対しては興味を持ちにくい
と考えられる（松村・岡本・宇陀，2010）。
また，絵本に含まれる主題は「好き」な要因と無関係
の可能性があるとされている。主題の中で「触る」「笑う」
「聞く」といったものは子どもの好む絵本に出現数の多
く含まれる主題であるが，子どもが反応することと関連
するわけではない一般的な主題であると言える。この研
究によって子どもの好みに影響を与える要因は絵本の主
題だけではない可能性があることが示された（今満・松
村・岸・宇陀，2012）。
中道・覚道（1992）が識者の選ぶ絵本と子どもの選ぶ
絵本について，内容や絵，言葉などに注目して研究を
行った結果，その二つには違いがあることが分かった。
この研究では，「ノンタンのたんじょうび」と「うさこ
ちゃんのたんじょうび」の二冊を比べて推察しているが，
ノンタン絵本が幼児に支持されているのは，①子どもの
興味を引くとともに理解しやすい絵の描き方，②子ども
の言語水準に見合った言葉表現，③絵と文が効果的に適
合して豊かな物語世界を構築していること，④子どもの
共感を呼ぶ主人公像や絵本主題を具備していることが要
因であると考えられた。絵本を読むとき，子どもたちは
絵や全体の内容に注目していると考えられる。文章に関
しては「リズミカル」という要素が子どもたちがその絵
本を好む理由になることがある。
子どもの好みについて，深谷（2013）は幼児一人ひと
りにどの絵本が読みたいのか質問し，その後，絵本を選
んだ理由を答えてもらって調査をした。その結果， 5 ～
6 歳児は絵本の登場物に惹かれる場合と絵全体の雰囲気
に惹かれる場合があり，また，絵本の絵の好みは月齢や
性別によって異なるということがわかった。一方で大人
が自分で読みたい絵本と子どもに読みたい絵本は異な
り，また大人が考える子どもが好きそうな絵本も実際に
子どもが選ぶものとはあまり一致せず，子どもが好む絵
本の絵は「かわいい」というイメージのみでなく，「き
れい」「不思議」というイメージを持つ絵にも興味を持っ
ていた。子どもの考える良い絵本の絵は「カラフル」「き
れい」「かわいい」など，明るい要素を含む絵本が多く，
また「細かい」など絵そのものの良さが伝わる絵本も人
気であった。しかし一方で，「おもしろい」のようなユ
ニークさや「怖い」などドキドキ感を味わえるもの「色
味がよい」のような大人っぽい要素を持つ絵本を好む幼
児もおり，絵の好みについては一つに絞れないというこ
とが分かった（覚田，2013）。　
⑷　幼児の認知発達と絵本との関連について
それでは，認知発達的に見ると，絵本との関連性はど
のようになっているのか。
ピアジェによると， 2 ， 3 歳児は前操作的思考段階に
おり，前概念的思考を持つ。この時期にはイメージや言
葉がつかえるようになり，実物を離れ言葉がつかえるよ
うになる。また，前操作的思考段階はまだ論理的な思考
ができない段階で，見立てやごっこ遊びが行われ始める。
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この時期は自己中心的な思考が特徴である。
「絵本」への興味も幼児期のめざましい精神発達の一
側面であり，イメージの蓄積による認知発達の促進が指
摘される。堂野（恵），堂野（佐），堂野（麻）（2012）は，
特に保育活動として展開する絵本の「読み聞かせ」の効
果を取り上げ，例えば社会的認知－向社会性－の発達の
視点から検討している。堂野ら（2012）によると，絵本
の読み聞かせによる空想認知の変化の方向性には違いは
あるものの，ともに空想的世界の拡大が見られており，
その効果性が示唆された。
乳幼児の知覚の中で，視覚に関する研究はもっとも盛
んにおこなわれている。パスカリスら（Pascalis et al., 
2002）は馴化－脱馴化法を用いて，幼い乳児がヒトだけ
ではなくヒト以外の霊長類の顔を弁別できることを示し
た。彼らの実験において，ヒトの顔とヒト以外の霊長類
の顔を提示したとき， 6 か月児は弁別した一方で 9 か
月児は弁別できなかった。これは，幼い乳児にはあらか
じめあらゆる刺激の違いを弁別する能力が備わってい
て，生活に必要な能力が残り，そうでない能力が消滅し
ていくためだと考えられる。実際，乳児は発達に伴って
自分を主に養育してくれる人と同じ性別（Quinn et ai., 
2002）や人種（Kelly et al., 2005）の顔を好んで長く注
視するなど，経験に基づいた好みを形成するようになる
（中澤，2012）。
以上より，絵本の読み聞かせは空想的認知と深く関係
し，また乳児の好みは経験に基づいて形成されると言える。
⑸　絵本の自発的選択傾向とは
絵本と幼児との関係について様々な経験や認知発達な
ど子どもたちに与えられる環境について多方面から述べ
てきが，子どもが自発的に絵本に関わっていく経験につ
いてはどうであろうか。
神谷（1987）は幼児にみられる絵本の自発的選択傾向
について（その 2 ）で子どもが自分の意志で自発的に絵
本を選択する絵本の傾向，子どもの意志だけによる絵本
の選択傾向を「絵本の自発的選択傾向」と呼び， 4 歳児
と 5 歳児を対象に調査を行っている。自ら絵本を主体的
に選ぶという視点は，本研究において重要な意味を持つ
と考えられる。
2 ．目　　的
はじめにで述べたように，幼児期における絵本の存在
はその後の発達や人格形成の基礎を養うために重要な役
割を果たしており，幼児の生活と絵本は切り離せないも
のとなっている。保育において子どもたちと絵本が接す
る場面は保育者による読み聞かせの場面と絵本コーナー
などで自発的に絵本を手にする場面の二つが主としてあ
げられる。
先行研究でも述べられているように，乳児期から絵本
に触れている子どもは読書を好み，その後の読書習慣が
確立されやすく，また絵本を読むことによって言葉への
興味を持ちやすくなっている。このことから，幼い頃か
ら自発的に絵本を読むことはさらに言葉の発達や言葉へ
の興味を促進するのではないかと考えられる。
では，どのような点に着目して保育環境内に設置する
絵本を選択すると，幼い幼児が絵本を自発的に手に取る
機会が増えるだろうか。そこで本研究では以下の三点を
目的とし，明らかにしていくこととする。
〇調査 1 ：
第一に保育者が 2 歳児・ 3 歳児に読ませたい絵本の傾
向と保育学生が好む絵本の傾向を検討する。さらに，調
査 2 で使用する絵本を選定する。
〇調査 2 ：
2 歳児・ 3 歳児が好み，手に取る絵本とその理由（自
発的選択傾向）を検討する。
3 ．調 査 1
⑴　目的
第一に保育者が 2 歳児・ 3 歳児に読ませたい絵本の傾
向と保育学生が好む絵本の傾向を検討する。さらに，調
査 2 で使用する絵本を選定する。
⑵　対象者
〇Ｃ大学教育学部保育学生60人
　　　　　　　　　（回収率53. 3％）
〇私立Ｋ保育所Ｔ園保育スタッフ30人
　　　　　　　　　（回収率76. 6％）
⑶　調査方法
質問紙による調査を行った。
⑷　手続き
保育学生には好きな絵本に関する質問紙を授業中に配
布した。配布時には任意の回答であることを伝え， 1 週
間の期間を設けて研究室に提出してもらった。保育者に
は 2 歳児， 3 歳児に読ませたい絵本に関する質問紙を仕
事の休憩中に一人ひとりに手渡しで説明をし，配布した。
配布日にいなかった保育者の分は更衣室に設置し，説明
の張り紙を掲示した。回収は更衣室内の紙袋にて行った。
⑸　調査期間
2016年 5 月25日～30日
⑹　結果および考察
①保育者と保育学生の絵本の選択傾向
回収した質問紙をもとに，結果を集計し，保育学生
と保育者に人気な絵本をランキング形式で表示した
（Table 1 ・Table 2 参照）。
両者ともに最も人気だったのは『はらぺこあおむし』
で，保育者が子どもに読ませたい絵本と保育経験がなく
これまでの自分の絵本の経験で選んだ保育学生が好む絵
本の間に有意差はなかった。しかし，選択理由を見ると，
保育者は絵本を読み聞かせる際に用いられる歌やフレー
ズから子どもたちと一緒に楽しめるという理由が最も多
かった一方で，保育学生は絵やしかけなどの絵本そのも
のに魅力を感じていることが分かった。 2 位以降も保育
者は読み聞かせの際に子どもたちが参加し，一緒に楽し
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めるものを選ぶ傾向があったが，保育学生は絵や登場物
などで選んでいることが分かった（Table 1 ，Table 2 ）。
②本調査で用いる絵本の選定
本調査で用いる絵本の選定のため，選択理由をもとに
回答を分類した。更に，乳児期に触れた絵本として考え
られるブックスタートの候補絵本もその選定理由をも
とに分類した。分類のカテゴリーは理由をもとに「登
場物」（子どもたちが好きな電車の出てくる絵本だから，
など），「絵，本の仕組み」（絵がかわいいから，仕掛け
が面白いから，など），「フレーズ」（出てくるフレーズ
がよいから，歌がよいから，など），「参加」（読み聞か
せの際に子どもが参加して主体的にかかわれるから，な
ど），「ストーリー」（話の内容がよいから，など）とそ
れら 5 つに分類されない「その他」（子どもが好きだっ
たから，子どもの心理を突いているから，など） 6 つの
カテゴリーに分類した。さらに，それぞれ 3 票以上集まっ
たものを各カテゴリーの代表として本調査に用いる絵本
とした（Table 3 ）。
その中で，「その他」のカテゴリーに分類された絵本
の上位は経験が関連しているものがほとんどであったた
め，このカテゴリーの名前を「経験」と変更した。ま
た，「ノンタン」はシリーズとしての回答が主だったため，
絵本ナビのホームページにて，ノンタンシリーズの代表
作とされている「ノンタンブランコのせて」を選択した。
4 ．調 査 2
⑴　目的
幼児が好きな絵本を手に取る際の自発的選択傾向につ
いて調査し，明らかにする
⑵　対象者
私立Ｋ保育所Ｔ園，Ｋ園の 2 歳児33名， 3 歳児42名，
計75名
⑶　調査方法
面接法による調査を行った（環境図Figure 1-1，1-2参
照）
⑷　手続き
調査 1 で選択した調査材料を 2 歳児は見やすいように
床に， 3 歳児はテーブル上に並べ，一人ずつ担任教諭
に「どの絵本が好き？」と尋ねて幼児が絵本を選択する
と，次の質問「どうして好きなの？」と尋ねた（保育者）。
調査者は幼児と保育者の正面に座り，会話をICレコー
ダーで録音しながら記録用紙に記録した。
本研究ではすべての絵本を表紙が見えるようにして提
示した（山田，2012）。その際，担当保育者と話し合い，
2 歳児は机上に並べると身長的に見えない可能性がある
ため床に並べ， 3 歳児はより落ち着いて絵本を選択でき
るよう机上に並べた。
⑸　調査期間
2016年 6 月14日　 2 歳児
   7 月 5 日　 3 歳児
   7 月13日　 3 歳児
   8 月 8 日　 2 歳児
   8 月 9 日　 3 歳児（計 5 日間）
Table 1 　保育学生の選ぶ好きな絵本
はらぺこあおむし
ぐりとぐら
からすのパンやさん
しろくまちゃんのほっとけーき
わたしのワンピース
おおきなかぶ
そらまめくんのベッド
ノンタン
きんぎょがにげた
くまのコールテンくん
どろんこハリー
Table 2 　保育者の選ぶ読ませたい絵本
はらぺこあおむし
おおきなかぶ
だるまさんが
きんぎょがにげた
いいからいいから
そらまめくんのベッド
しろくまちゃんのほっとけーき
ねないこだれだ
まるまるまるのほん
ぐりとぐら
どうぶつサーカスはじまるよ
Table 3 　本調査に用いる絵本の選定
登場物 絵本のつくり フレーズ
がたんごとんがたんごとん だるまさんが おおきなかぶ
からすのパンやさん もこもこもこ はらぺこあおむし
しろくまちゃんのほっとけーき わたしのワンピース いいからいいから
参加 ストーリー その他
きんぎょがにげた そらまめくんのベッド ねないこだれだ
まるまるまるの本 ぐりとぐら ノンタンぶらんこのせて
どうぞのいす
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⑹　結果および考察
幼児から得られた回答を集計し，絵本ごとに選択され
た冊数の多い順に順位を付けた（Figure 2-1，2-2）。また，
それを絵本のカテゴリーごとにまとめた。絵本のカテゴ
リーは調査 1 で絵本のカテゴリー分けに用いた保育者と
保育学生，ブックスタートの選択理由を「登場物」「絵，
本つくり」「フレーズ」「参加」「ストーリー」「経験」と
何も答えなかった「無回答」とそれら 7 つに当てはまら
なかった回答「その他」の 8 つに分けたものである。
① 2歳児の人気絵本から見た自発的選択傾向
〈 2歳児　人気 1位〉
2 歳児は「参加」カテゴリーの「きんぎょがにげた」
が最も人気があり，これは保育者の選んだ幼児に読ませ
たい絵本ランキングでも上位にランクインしている絵本
である。しかし，幼児の選択理由カテゴリーにおいては，
「きんぎょが好きだから」という「登場物」カテゴリー
が最も多く 3 名で，「ママが買ってくれたから」という
「経験」カテゴリーとページをめくりながらきんぎょを
次々と見つけて「ここ！」と保育者に伝えていた「参加」
カテゴリーがそれぞれ 1 名ずつであった。このことから，
保育者が求める楽しみ方をしている幼児もいるが，登場
物に重点を置いている子も多いと考えられる。
〈 2歳児　人気 2位〉
同率 2 位である 3 冊のうち，「はらぺこあおむし」は
保育学生のランキングでも，保育者のランキングでも 1
番人気の絵本であった。この本のカテゴリーは「フレー
ズ」に分類していたが，保育者や保育学生に人気の理由
は絵本の歌だけでなく，絵や色使い，本の仕掛けなどが
あった。幼児に人気の理由はページをめくって仕掛けを
楽しむ「絵，本のつくり」が子どもたちにとって魅力的
であると言えるだろう。一方で「ねないこだれだ」と「が
たんごとんがたんごとん」は保育者や保育学生のランキ
ングの中であまり上位とは言えない絵本である。幼児の
回答は「ねないこだれだ」は「おばけ」と言ったり，ね
ずみを指さしたりするなどの「登場物」，「ストーリー」
と「こわそうだから」という理由が挙げられ，他の絵本
にはない独特の世界観と雰囲気が幼児を惹きつけている
と考えられた。「がたんごとんがたんごとん」は汽車や
猫などを指さす「登場物」と「がたーんごとーん」と繰
り返しのフレーズを口にしながら絵本を手に取ったこの
フレーズの響きが気に入っていたと考えられる。
〈 2歳児　人気 3位〉
3 位の「そらまめくんのベッド」はページをめくって
そらまめくんがほかの豆たちのベッドに入るシーンを指
さし「これー」と言った「ストーリー」カテゴリーが一人，
「おまめ！」という「登場物」カテゴリーが一人，絵本
を手に取ったが何も言わず，ページもめくらなかった「無
回答」が一人だった。
② 3歳児の人気絵本から見た自発的選択傾向
〈 3歳児　人気 1位〉
3 歳児において，最も人気の絵本は「ねないこだれだ」
であった。選択理由は「おばけが好き」や「おばけがお
もしろい」といった「登場物」カテゴリーが 4 人，もじ
もじして理由を言えなかった「無回答」が 3 人，「おば
けのおはなしだから」という「ストーリー」カテゴリー
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Figure 1-1　調査環境図　 2歳児
Figure 1-2　調査環境図　 3歳児
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Figure 2-1　 2 歳児人気絵本ランキング
Figure 2-2　 3 歳児人気絵本ランキング
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が 2 人，「おうちにあるから」という「経験」カテゴリー
と「全部好き」という「その他」カテゴリーが 1 人ずつ
であった。このことから 3 歳児にも登場物が持つ影響が
大きいと考えられる。
〈 3歳児　人気 2位〉
次に人気であった「きんぎょがにげた」の選択理由は
「きんぎょはどこだ？てやるの」のような「参加」カテ
ゴリーが 3 人，「きんぎょがかわいいから」という「登
場物」カテゴリーが 2 人，「図書館で借りたの」という「経
験」カテゴリーが 1 人であった。 3 歳児には少し簡単す
ぎるのではないか，と考えていた絵本であったが，参加
型の持つ楽しさは 3 歳児にも好まれると考えられる。
〈 3歳児　人気 3位〉
「がたんごとんがたんごとん」「しろくまちゃんのほっ
とけーき」「どうぞのいす」は同率で多かった。特に男
児に人気で同じ絵本が自宅に有るという理由も多かった。
「しろくまちゃんのほっとけーき」でも経験が影響し
ており， 3 歳児は 2 歳児よりも「経験カテゴリーが理由
になる幼児が多い傾向が見られたのが特徴的であった。
③選択理由カテゴリーから見た選択傾向
〈 2歳児　選択理由カテゴリー〉
次に，選択理由をカテゴリー分けしたものがFigure 3-1，
Figure 3-2である。 2 歳児の選択理由カテゴリーは「登
場物」が最も多く，続いて「無回答」，「絵・本の仕組み」
となっている。このことから， 2 歳児にとって絵本を選
ぶ際の基準は「登場物」が大きな影響を持っており，と
ても魅力的であるということが分かった。次に多かった
のが「無回答」ということから， 2 歳児はまだ直感で選
んだものを言葉で表すのが難しい子もいると考えられる。
また，次に多かった絵本のカテゴリーは「絵・本の仕組
み」であり，これは選択理由カテゴリーの第 3 位と同じ
であり，「登場物」の次に強い絵本の自発的選択傾向と
してあげられるのは「絵・本の仕組み」という絵本本体
が持つ魅力であると考えられる。
〈 3歳児　選択理由カテゴリー〉
3 歳児の人気カテゴリーは 2 歳児と同様に「登場物」
が最も多く，次いで「経験」，「無回答」となっている。
このことから， 3 歳児の絵本の自発的選択傾向において
も登場物が重視されているといえるだろう。
次に多かった「経験」は 2 歳児とは大きく違う傾向で
ある。ここでいう「経験」とは，「ママが買ってくれた
から」や「先生が読んでくれたから」のような，その本
が自分の生活の中に登場した経験があるから，という回
答を指す。「経験」のカテゴリーが多かった。 3 歳児に
なると絵本に対する直感的な選択ではなく，母親や保育
者など自分の生活にかかわる人の存在が絵本の選択に影
響してくると考えられる。
以上のことから，直感で選ぶ幼児は 2 歳児も 3 歳児も
同様に登場物で選択している傾向があると考えられる。
しかし， 2 歳児と 3 歳児の間にも傾向の違いは見られ，
2 歳児は絵本の絵や本の仕組みなど，絵本本体が持つ魅
力に惹かれ， 3 歳児は自分の生活の中で大きな存在であ
る母親や父親，保育者との経験が絵本に対する印象とし
て身についており，その経験が好みへとつながっている
と考えられる。
5 ．ま と め
⑴　保育者の選ぶ 2歳児・ 3歳児に読ませたい絵本と
保育学生の選ぶ好きな絵本について
調査 1 においては，私立Ｋ保育園のＴ園在籍する保育
スタッフに 2 歳児・ 3 歳児に読ませたい絵本について，
国立Ｃ大学の保育学生に好きな絵本についてそれぞれ質
問紙法を用いて調査を行った。それらを基に前記の目的
に沿って検討を行い，以下のような結果を得ることがで
きた。
①保育者の選ぶ２歳児・３歳児に読ませたい絵本
保育者の選ぶ 2 歳児・ 3 歳児に読ませたい絵本を明ら
かにするために，質問紙法を用いて調査を行い，私立Ｋ
保育園Ｔ園の保育者に最大 5 冊選択してもらい，その理
由についても記入してもらった。その結果を理由でカテ
ゴリー分けし，人気な絵本とその理由の検討を行い，以
下のような結果を得ることができた。
保育者の選ぶ 2 歳児 3 歳児に読ませたい絵本の上位は
次のとおりである。
・はらぺこあおむし
・おおきなかぶ
・だるまさんが
・きんぎょがにげた
・いいからいいから
・そらまめくんのベッド
これらの絵本が選ばれた理由についてカテゴリー分け
を行うと，それらの絵本は“歌やフレーズを幼児と一緒
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Figure 3-2　 3 歳児絵本選択理由カテゴリー
Figure 3-1　 2 歳児絵本選択理由カテゴリー
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に楽しめるから”や“子どもが参加して絵本を楽しめる
から”のように，読み手と聞き手の双方向のやり取りの
ある絵本であるという共通点があるものが多かった。こ
れは，実際に現場で子どもたちに読み聞かせをしている
中で，一緒に楽しめる絵本のほうが子どもたちの反応が
良いからだと考えられる。さらに，これらの歌やフレー
ズに合わせて体を前後左右に動かすなど，絵本を読み聞
かせる際に全身を使って楽しむことによって，言葉の持
つ音やリズムの楽しさを全身で楽しみながら学ぶことに
目的を持っていることも多いということが分かった。
内容で選ぶ際には話の内容の面白さよりも“優しい気
持ちを育てる”や“お友達との譲り合いを学べたら”な
ど，教育的目的で読まれていることが多いことが分かっ
た。これは視聴覚教材としての絵本の役割が，単に幼児
を集めることだけでなく，幼稚園教育要領にも記載され
ている“生涯にわたる人格形成の基礎を培う”という部
分にのっとって教育が行われていることを示唆している
と言えるだろう。
以上のように，保育者は絵本を選ぶ際に様々な方面か
ら教育的観点に則って絵本を選択しているということが
明らかになった。
②保育学生の選ぶ 2歳児・ 3歳児に読ませたい絵本
保育学生の選ぶ好きな絵本を明らかにするために，質
問紙法を用いて調査を行い，国立Ｃ大学の保育学生に最
大 5 冊選択してもらい，その理由についても記入しても
らった。その結果を理由でカテゴリー分けし，人気な絵
本とその理由の検討を行い，以下のような結果を得るこ
とができた。保育学生の選ぶ好きな絵本の上位は以下の
とおりである。
・はらぺこあおむし
・ぐりとぐら
・からすのパンやさん
・しろくまちゃんのほっとけーき
・わたしのワンピース
これらの絵本が選ばれた理由について，カテゴリー分
けを行うと，保育学生の選んだ好きな絵本には絵がかわ
いいや本の仕掛けが面白いなど，視覚的な魅力がある絵
本であるという共通点があるものが多かった。これは，
好きな絵本を選ぶ際には自分の気に入った絵のタッチで
描かれている絵本に温かみや愛着を感じたり，他の本に
はない仕掛けに面白さを感じたりするからだと考えられ
る。また，内容で選ぶ際には保育者と異なり，内容の面
白さを重視する傾向があった。これは，好きな絵本を選
択する際には教育的な目的などは考慮せず，単純に自分
が面白い，楽しいと思える絵本を選ぶからであると考え
られる。
両者の間に選択理由の違いはあるが，選ばれた絵本は
同じものが多かった。このことから，保育者の意図とは
異なった楽しみ方として選ばれている部分もあるが，人
気のある絵本には様々な人に好かれる多くの魅力がある
と分かった。
⑵　調査 2　幼児における絵本の自発的選択傾向
①年齢別自発的選択傾向
幼児における絵本の自発的選択傾向は 2 歳児と 3 歳児
で同じ部分と違う部分が見られた。
◆ 2 歳児で選ばれた絵本の上位は
・きんぎょがにげた
・がたんごとんがたんごとん
・ねないこだれだ
・はらぺこあおむし
であった。このうち，「きんぎょがにげた」「がたんご
とんがたんごとん」「はらぺこあおむし」はこの園では
0 歳児・ 1 歳児クラスの時から保育の中でよく保育者
によって読み聞かせを行われていた 3 冊である。横山
（2006）が，幼児が園で自発的に見る絵本の 7 割は保育
者が読んだ絵本であると指摘しているように，幼い頃か
ら保育者が何度も繰り返し読んでいる絵本は幼児にも好
かれていると思われる。
◆ 3 歳児で選ばれた絵本の上位は
・ねないこだれだ
・きんぎょがにげた
・がたんごとんがたんごとん
・しろくまちゃんのほっとけーき
・どうぞのいす
であった。このうち上記 3 冊は 2 歳児でも人気であった
絵本であり，長期にわたって幼児に愛される絵本である
ことが分かる。
2 歳児も 3 歳児も，「登場物」を基に絵本を選ぶ傾向
が最も強かった。これは，電車やウサギなど，自分の好
きなものが出てくるものを好む傾向があるからだと考え
られる。ここには保育者が絵本を選ぶ際の理由と異なる
部分もあり，幼児が選択する理由に必ずしも保育者の意
図が伝わっているとは言えない。しかし，異なった目的
で選んだ絵本でも，好まれている絵本の上位はほぼ同じ
であり，その絵本の面白さは伝わっていると考えられる。
また， 2 歳児は理由を求められても答えられない「無
回答」が 3 歳児よりも多く，選択理由においては「登場
物」に次いで上位となっていた。これは 2 歳児に対して
本能的な理由を求めることはまだ難しかったためだと考
えられる。しかし，「無回答」の幼児も行動から読み取
ることのできる部分が多かったため観察法を用いての研
究であれば 0 歳児や 1 歳児に対しても同じ研究をできる
のではないかと考えた。
一方で 3 歳児は自分の大好きな人である母親や父親，
保育者に読んでもらったなどのその絵本に関する楽しい
「経験」を基に選ぶ幼児が「登場物」を基に選ぶ幼児に
次いで多かった。このことから， 2 歳児までは絵本と自
分との 1 対 1 の関係で選んでいるが， 3 歳児になると絵
本と自分だけでなくその本に関する第 3 者の存在が大き
く関係してくることが分かった。
2 歳児は「絵・本の仕組み」が選択理由の中で 3 番目
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に多かった。これは仕掛け絵本には子どもが思わず触っ
てしまう魅力があり，それが自発的選択傾向を刺激する
と考えられる。
3 歳児の 3 番目に多かった選択理由は「無回答」で
あった。このことから， 3 歳児にとって理由を述べるこ
とはまだ難しい部分があったと考えられる。このことか
ら，確実に子どもの口から理由を聞こうとするならば 4
歳児以上に調査を行うことが必要だと考えられるが， 4
歳児以上になると 3 歳児以上に「経験」が自発的選択傾
向に関係してくると思われるため，本能的な自発的選択
傾向について知ることはできないと考えられる。
以上より，幼児における絵本の自発的選択傾向は「登
場物」によるものが最も多く，次いで本能的なものでは
「絵・本の仕組み」に魅力を感じ，絵本との関係が長く
なり第 3 者がかかわると「経験」が多くなっていると言
えるだろう。
6 ．本研究の課題と展望
⑴　調査 1での課題と展望
①調査 1の課題
本研究では保育者に向けての質問紙調査を一つの園の
保育者方に向けて行った。そのため，その園でよく読ま
れている絵本や園にある絵本が主に選ばれたと考えられ
る。そのため，異なる絵本があり，様々な読み聞かせの
やり方を持つ他園の保育者に向けても同様の質問紙調査
を行ったら異なる回答が得られる可能性がある。
また，保育学生に向けて行った調査も，保育者の場合
と同様に異なる授業や絵本とのかかわり方をしている大
学・短期大学・専門学校などで保育学生に向けて調査を
行った場合は異なる結果が出る可能性がある。
よって，調査 1 もより多くの対象者を持つことで，よ
り正確な傾向が見られるだろう。
②調査 1の展望
この調査で明らかになったことを考慮して保育学生に
対して視聴覚教材としての絵本の授業を行う際に，各絵
本の持つ教育的要素を多方面から考えさせることによっ
て，保育内で行われる読み聞かせの教育的意義をより充
実させることができるであろう。
また，たくさんの絵本を読み，面白さや魅力をたくさ
ん持った様々な絵本に保育学生のうちに出会っておくこ
とによって，将来保育者として保育の現場に出た際に幼
児に向けて読み聞かせをし，幼児の絵本経験をより豊か
にすることができる保育を展開することが可能ではない
だろうかと考えられる
⑵　調査 2での課題と展望
①調査 2の課題
本研究では，幼児自身の言葉から選択理由を聞こうと
したため，より本能的に絵本を選択していると考えられ
る乳児を調査対象としなかった。そのため，本研究では
完全に本能的な選択傾向を調査できたとは言いがたい。
また，幼児自身の言葉であったため，本当の選択理由で
はなかった可能性も考えられる。
一方でこの研究を行う中で幼児自身の言葉ではなく行
動からも選択理由を推察できることに気が付いた。その
ため，言葉で気持ちを伝えられない乳児に対して観察法
を用いて本研究を行ったらより本能的な絵本の自発的選
択傾向を調査できるのではないかと考えられる。
本研究の課題を明らかにすべく，今後はより小さな年
齢の幼児にも行う必要がある。
また，今回は 2 園で調査を行ったが，この 2 園は系列
園であるため，絵本とのかかわり方は似ていると考えら
れる。そのため，異なる絵本とのかかわり方を持つ他園
の幼児を対象に行うことでより正確な自発的選択傾向を
割り出すことができるだろう。
②調査 2の展望
この調査で明らかになったことを考慮して，保育室内
の絵本コーナーの絵本を設置することによって，より幼
児たちが自発的に絵本を手に取る機会が増えるのではな
いかと考えられる。これは，絵本の幼児にとって魅力の
ある部分を幼児の目に付きやすくすることで，絵本に対
して関心を持つ機会が増えると思われるからだ。
絵本の自発的選択傾向は今後の保育現場における絵本
の在り方にとって大きな意味を持つであろう。
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